
御進級 ＆ 御入園 おめでとうございます 

 

 いよいよ 2021 年度がスタートしました。 

今朝 玄関で待っていると、皆 ニコニコの笑顔で とても元気に登園してきました。  

“進級 おめでとう！”の全体礼拝では、新しいクラスになったことの喜びが溢れ 

自分の名前を呼ばれるとサッと立ち上がって胸を張り立派に返事をしていました。 

中でも最年長のクラスになった新・いるか組の子ども達は 本当に嬉しそうでした。 

「この１０人が つのぶえ保育園の中で１番大きいお兄さん達とお姉さん達です。 

皆のことを引っ張ってくれる 今年のリーダーです！ よろしくお願いします」と 

紹介すると、背筋をピンと伸ばして頷いた後 頼もしいポーズを見せてくれました。 

また、１階から上がってきた新・らっこ組の皆は、向かい側に離れて座っていた 

元担任の 城倉先生の姿を見つけると大喜びで 懐かしそうに手を振っていました。 

「城倉先生より先に来ちゃった！」「ボクたちは もう お 2 階の人なんだよ～」 

「ね～っ！」と誇らしげに言い合っている様子が とっても微笑ましかったです。 

その子ども達のキラキラの瞳に私達職員も「頑張ろう」と背中を押されたような 

想いになり、たくさんの勇気と希望を与えられた 感謝のひと時を過ごせました。 

さて、今度の日曜日は「イースター」の祝日です。昨年度末の 終業礼拝の際に 

イエス・キリストの、十字架上の苦しみと復活の喜びの出来事を 食い入るように 

聞き入っていた子ども達でした。よみがえられた事実を信じることが出来ないで 

証拠や根拠を求めた弟子トマスに「見ないで信じる者は幸いです（ヨハネ 20：29）」 

と言われたイエスさまの言葉に想いを馳せ、目に見えない“心”の育みを 今年も 

大事に、子ども達と精一杯、真剣にぶつかり合いながら、祈り合い 分かち合って 

共に『人として』成長し合えるよう 前を向いて歩んでいきたいと願っています。 

何よりもコロナ・ウィルス感染の収束を信じ 切に祈り続けていきたいと思います。 

そして 明後日 3 日の入園式には、８名の新しい仲間たちが 加わります。 

つのぶえを通して 神様から与えられた必然の出会いに 感謝をこめて、職員一同 

心を合わせ、尽くして参ります。新しい１年も どうぞよろしくお願い致します。 

これからの ひとりひとりの道のりの上に 神様の大いなる祝福と安らかな平安が 

どんな時も 豊かに注がれ続けますよう、心よりお祈り申し上げます。 (石田 記) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


